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決算サマリー

2022年3月期第2四半期 業績概要

 売上高は888億円（前四半期比6%増）。ノートPCなどの情報機器
向け、サーバーなどの情報インフラ・産業機器向けを中心に増収。

 営業利益は195億円（同29%増）。固定費の増加を操業度効果
が上回り、増益。

 売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利
益のいずれも、半期及び四半期ベースで過去最高を更新。

2022年3月期 業績予想

 8月に発表した通期業績予想を上方修正。

 売上高は3,450億円（前期比15%増）、営業利益は640億円（同
57%増）を予想。
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百万円
2022年3月期
第1四半期

2022年3月期
第2四半期

増減

売上高 83,836 100.0% 88,833 100.0% 4,996 6.0%

営業利益 15,147 18.1% 19,508 22.0% 4,361 28.8%

経常利益 15,174 18.1% 20,370 22.9% 5,196 34.2%

親会社株主に
帰属する当期純利益

12,969 15.5% 15,479 17.4% 2,510 19.4%

第2四半期 連結業績概要（前四半期比）

対米ドル期中平均レート 109.00円 110.10円 1.10円円安

為替変動による影響額 売上高 +7億円、営業利益 +6億円 ※米ドル以外の通貨影響含む

研究開発費 3,138 3,219 81 2.6%

設備投資額 7,595 9,076 1,480 19.5%

減価償却費 7,294 7,677 382 5.2%
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第2四半期 営業利益増減要因（前四半期比）
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2022年3月期
第2四半期
営業利益

195

為替変動
+6

固定費
増減
△15

原価低減
効果
+2

操業度
効果
+55

販売価格
影響
△4

2022年3月期
第1四半期
営業利益

151
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第2四半期 製品別売上高（前四半期比）

百万円
2022年3月期
第1四半期

2022年3月期
第2四半期

増減

コンデンサ 53,209 63.5% 59,035 66.5% 5,826 10.9%

インダクタ 11,386 13.6% 12,863 14.5% 1,477 13.0%

複合デバイス 13,977 16.7% 11,959 13.5% △2,018 △14.4%

その他 5,263 6.3% 4,975 5.6% △288 △5.5%

合計 83,836 100.0% 88,833 100.0% 4,996 6.0%
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第2四半期 製品別売上高（前四半期比）

■ コンデンサ （前四半期比 +10.9%）

ノートPCなどの情報機器、サーバーなどの情報イン

フラ・産業機器を中心に全ての用途分野で売上が
増加。

■ インダクタ （前四半期比 +13.0%）

全ての用途分野で売上が拡大。スマートフォンなど
の通信機器向けや民生機器向け、情報機器向けが
特に増加した。

■ 複合デバイス （前四半期比 △14.4%）
通信デバイス(FBAR/SAW)、各種モジュールともに
減少。

■ その他 （前四半期比 △5.5%）

アルミニウム電解コンデンサの売上が減少。

■ コンデンサ ■ インダクタ ■ 複合デバイス ■ その他
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用途分野別売上構成
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百万円
2021年3月期

上期
2022年3月期

上期
増減

売上高 140,222 100.0% 172,670 100.0% 32,447 23.1%

営業利益 19,126 13.6% 34,655 20.1% 15,528 81.2%

経常利益 18,183 13.0% 35,544 20.6% 17,360 95.5%

親会社株主に
帰属する当期純利益

11,442 8.2% 28,448 16.5% 17,006 148.6%

上期 連結業績概要（前年同期比）

対米ドル期中平均レート 107.22円 109.55円 2.33円円安

為替変動による影響額 売上高 +49億円、営業利益 +18億円 ※米ドル以外の通貨影響含む

研究開発費 6,207 6,358 150 2.4%

設備投資額 27,998 16,671 △11,326 △40.5%

減価償却費 13,877 14,972 1,094 7.9%
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上期 営業利益増減要因（前年同期比）
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2021年3月期
上期

営業利益
191

2022年3月期
上期

営業利益
347

操業度
効果
+287

原価低減
効果
+18

固定費増減
△82

為替変動
+18

販売価格
影響
△64

その他
△21



©TAIYO YUDEN 2017

上期 製品別売上高（前年同期比）

百万円
2021年3月期

上期
2022年3月期

上期
増減

コンデンサ 92,672 66.1% 112,244 65.0% 19,572 21.1%

インダクタ 18,831 13.4% 24,250 14.0% 5,418 28.8%

複合デバイス 21,406 15.3% 25,936 15.0% 4,530 21.2%

その他 7,312 5.2% 10,239 5.9% 2,926 40.0%

合計 140,222 100.0% 172,670 100.0% 32,447 23.1%
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上期 製品別売上高（前年同期比）

■ コンデンサ （前年同期比 +21.1%）

自動車向けを中心に全ての用途分野で売上増加。

■ インダクタ （前年同期比 +28.8%）

情報機器向けや通信機器向け、自動車向け、情報イ
ンフラ・産業機器向けが増加。

■ 複合デバイス （前年同期比 +21.2%）

通信デバイス(FBAR/SAW)、各種モジュールが増加。

■ その他 （前年同期比 +40.0%）

自動車向けのアルミニウム電解コンデンサが売上増加。
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■ コンデンサ ■ インダクタ ■ 複合デバイス ■ その他
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2022年3月期
連結業績予想
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2022年3月期 連結業績予想（前回予想比）
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• 8月に発表した業績予想を上方修正。

百万円
2022年3月期 前回予想 2022年3月期 今回予想

上期 下期 通期 上期実績 下期 通期

売上高 175,000 158,000 333,000 172,670 172,330 345,000

営業利益 33,000 22,000 55,000 34,655 29,345 64,000

経常利益 33,000 21,500 54,500 35,544 28,455 64,000

親会社株主に
帰属する当期純利益

25,000 14,500 39,500 28,448 19,551 48,000

対米ドル期中平均レート 109.00円 105.00円 107.00円 109.55円 110.00円 109.78円

研究開発費 － － 13,000 6,358 6,642 13,000

設備投資額 － － 50,000 16,671 33,329 50,000

減価償却費 － － 31,500 14,972 16,528 31,500
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2022年3月期 連結業績予想（前期比）
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• 8月に発表した業績予想を上方修正。

百万円 2021年3月期
2022年3月期

予想
増減

売上高 300,920 100.0% 345,000 100.0% 44,080 14.6%

営業利益 40,766 13.5% 64,000 18.6% 23,234 57.0%

経常利益 41,247 13.7% 64,000 18.6% 22,753 55.2%

親会社株主に
帰属する当期純利益

28,615 9.5% 48,000 13.9% 19,385 67.7%

対米ドル期中平均レート 105.97円 109.78円 3.81円円安

研究開発費 12,550 13,000 450 3.6%

設備投資額 49,699 50,000 301 0.6%

減価償却費 29,256 31,500 2,244 7.7%
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2022年3月期 営業利益予想増減要因
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2022年3月期
営業利益予想

640

為替変動
+46

固定費
増減
△149

原価低減
効果
+35

操業度
効果
+477

販売価格
影響
△156

2021年3月期
営業利益

408

その他
△21
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2022年3月期 製品別売上高予想（前回予想比）

百万円
2022年3月期 前回予想 2022年3月期 今回予想

上期 下期 通期 上期実績 下期 通期

コンデンサ 114,500 107,000 221,500 112,244 116,256 228,500

インダクタ 24,000 20,500 44,500 24,250 21,750 46,000

複合デバイス 26,000 21,500 47,500 25,936 23,564 49,500

その他 10,500 9,000 19,500 10,239 10,761 21,000

合計 175,000 158,000 333,000 172,670 172,330 345,000
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2022年3月期 製品別売上高予想（前期比）

百万円 2021年3月期
2022年3月期

予想
増減

コンデンサ 195,198 64.9% 228,500 66.2% 33,302 17.1%

インダクタ 41,564 13.8% 46,000 13.3% 4,436 10.7%

複合デバイス 46,930 15.6% 49,500 14.3% 2,570 5.5%

その他 17,227 5.7% 21,000 6.1% 3,773 21.9%

合計 300,920 100.0% 345,000 100.0% 44,080 14.6%



©TAIYO YUDEN 2017

株主還元

18
安定的な配当性向30％の実現を目指す

1株当たり年間配当金(円) 20 20 21 26 40 80
1株当たり当期純利益(円) 46.08 138.80 189.93 143.04 227.99 382.20

増配 年間配当予想を60円→80円に修正
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補足資料
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新型コロナウイルス感染症の影響
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マレーシアでの感染拡大、行政当局による活動制限令に
より、6月と8-9月に同国内の生産子会社で稼働が制限さ
れた。
現在は、ほぼ通常稼働に回復。

生産

顧客企業やサプライヤの生産動向、各機器の最終需要
などを注視。販売・調達

一部で物流リードタイムの長期化や物流費の上昇などの
影響が継続。代替便や代替ルートによる輸送で対応。物流

当社の事業活動への影響は軽微
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連結業績推移（四半期）

百万円
2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

売上高 68,635 73,272 72,187 68,233 60,493 79,728 81,226 79,471 83,836 88,833

コンデンサ 43,338 44,473 44,907 43,738 40,075 52,596 51,895 50,630 53,209 59,035

インダクタ 8,633 10,742 10,303 9,090 7,928 10,903 12,230 10,501 11,386 12,863

複合デバイス 12,523 13,436 12,621 11,226 9,075 12,330 12,311 13,213 13,977 11,959

その他 4,139 4,620 4,354 4,178 3,413 3,899 4,788 5,125 5,263 4,975

営業利益 9,595 10,703 9,446 7,431 7,923 11,203 11,199 10,440 15,147 19,508

経常利益 8,846 10,330 9,152 6,835 7,371 10,812 11,422 11,641 15,174 20,370

親会社株主に
帰属する
当期純利益

7,151 8,180 4,666 △1,975 4,541 6,900 8,383 8,789 12,969 15,479

対米ドル
期中平均レート

110.95円 107.58円 108.17円 109.54円 107.61円 106.82円 105.15円 104.31円 109.00円 110.10円
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連結業績推移（四半期）
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売上高
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受注高・受注残高推移（四半期）

■ コンデンサ ■ インダクタ ■ 複合デバイス ■ その他
23

（億円）
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当資料に記載されている、当社（太陽誘電株式会社、および当社グループ）
に関する計画、業績見通し、戦略、確信等のうち、将来の記述をはじめとす
る歴史的事実ではないものは、すべて現在、当社が入手している情報に基
づいて行った予測、想定、認識等を基礎として記載しているものであり、その
性質上、客観的に正確であるという保証、ならびに将来その通りに実現する
という保証はありません。実際の業績は、数々の要素により、現状の見通し
等とは大きく異なる結果となりえ、かつ、当社が事業活動の中心とするエレク
トロニクス市場は変動性が激しいことからも、当資料に全面的に依拠すること
はお控えくださるようお願いいたします。
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